
令和元年度 第２回芦屋市営住宅入居者選考委員会 次第 

(案) 

         日時 令和２年１月２１日（火) 
午前１０時～午後０時 

場所 芦屋市役所東館３階 中会議室 

１ 開会 

２ 定足数の確認・報告 

３ 議事録署名委員指名 

４ 議題 

（１）本市の市営住宅等入居時の保証人制度について 

５ その他 

６ 閉会 

以 上 



選出区分 氏　　　名

髙橋　正樹

　中村　美津子

　福井　香代子

  山中　厚子

　清水　保子

　帰山　和也

　長谷　基弘

  稗田　康晴

　森田　昭弘

　安達　昌宏

  山城　勝

　　　　　　        〃　住宅課長   西　嘉成 

　　　　　　        〃　住宅課住宅係長 　福岡　慶起

　　　　　　        〃　住宅課住宅係 　兼光　翔士

　芦屋市白菊会　会長

市議会議員

　芦屋市議会民生文教常任委員会　委員長

　芦屋市議会建設公営企業常任委員会　　委員長

芦屋市営住宅入居者選考委員会委員名簿

出身団体名称及び役職名

市民団体代表

  芦屋市自治会連合会

　芦屋市老人クラブ連合会　副会長

　芦屋市婦人会　役員

　芦屋市民生児童委員協議会　

市　職　員

　芦屋市総務部長

　芦屋市市民生活部長

　芦屋市福祉部長

事　務　局

　芦屋市都市建設部参事（都市計画・開発事業担当部長）
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本市の市営住宅等入居時の保証人制度について 

１「芦屋市営住宅の設置及び管理に関する条例及び施行規則」について 

  ・条例第１２条(入居の手続) 

第３項５号 市長が別に定める資格を有する保証人の連署した誓約書を添付。 

  ・施行規則第８条(誓約書) 

第３項 保証人は独立の生計を営み，かつ一定の収入のあるもの。 

第４項 入居者が，保証人を変更する場合，変更申請書を提出し，承認を受ける。 

２ 現状について 

○保証人２名の確保を求めているが，１名も確保できず入居を断念した事例が平均的に年間２件

程度発生している。

・保証人２名と緊急連絡先２名の計４名の確保を求めており，兄弟や子供の親族がなっているケ

ースが多く人物が重複している。 

・直近３年間（H28，H29，H30）において，死亡時の返還手続での保証人への連絡は１件（H28：0   

件，H29：0件，H30：1件，計1件）であった。 

○保証人に対し，未収金の請求や法的措置は行っていない。 

３ 対応方法について 

① 民法改正により，保証人に極度額設定が必要となること。また，身寄りのない高齢者等が増加

していることなどを踏まえると，今後，保証人を確保することは一層困難となる。 

② 家賃等滞納率が低いこと。 

③緊急連絡先(親族，友人，ケアマネイジャー等)の情報を入手し，継続して管理（毎年１回点検・

更新）を実施してきている。 

 以上のことから， 

○滞納抑止のための対応 

      ・滞納が生じないよう，徴収に努める。  

・毎年，緊急連絡先を記入・確認を行っている。（収入申告時） 

○滞納時への対応 

      ・滞納整理や相談業務の早期着手（3ヶ月滞納からの納付相談を1ヶ月滞納からに早める。） 

以上 

























 令和２年１月２１日 

芦屋市長 

 伊 藤  舞 様 

芦屋市営住宅入居者選考委員会 

委 員 長 髙 橋  正 樹 

芦屋市営住宅等に係る入居手続について（ 答申）  

１  市営住宅等への入居手続において，保証人を確保できず入居を断念した事例が若干な

がら発生している状況にある。近年の社会情勢を鑑みると，身寄りのない高齢者等が増加

しており，保証人を確保することが一層困難となることが懸念される。  

公営住宅の目的である住宅に困窮する低額所得者への住宅提供という観点から，入居

手続として，保証人の連署した誓約書の提出を求めないことが望ましい。  

２  上記１について，以下の点に留意して対応を図ること。  

 ・ 市営住宅等使用料の納付に関する連絡・ 相談については，早期着手に努めること。 

 ・ 市営住宅等入居者に係る緊急連絡先の把握・ 管理を徹底すること。  

以 上 

（ 案）


